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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ICC/IF 1:100-1:200,IP 1:20-1:40

Calculated MW:69 kDa; Observed MW:78 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CLOCKとヘテロ二量体を形成する基本的なヘリックス・ループ・ヘリックスタンパク質です。このヘテロ二量体は、Period遺伝子（PER1、PER2、PER3）およびCryptochrome遺伝子（CRY1、CRY2）の上流にあるEボックスエンハンサーエレメントに結合し、これらの遺伝子の転写を活性化します。PERおよびCRYタンパク質は、CLOCK/ARNTL複合体とフィードバックループを形成して相互作用することで、ヘテロ二量体を形成し、自身の転写を抑制します。この遺伝子の欠陥は、不妊症、糖新生および脂肪生成の障害、睡眠パターンの変化と関連付けられています。このタンパク質は、インターフェロン刺激による遺伝子発現を制御し、COVID-19を含むウイルス感染の重要な因子です。[RefSeq提供、2021年10月]
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	BMAL1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してラット脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

